
だいすき霙のむら、だから自分で…••

調く□完タログ

9竺｀｀いこ轟tとぶ下虹ピな ぢ＾咬→ ＊哀？ら

tヽ ⇒J’｀に心3

ll fl ば、’倉~'がいっばいにな

る） 1 ーだそうですoビアンキの動

物記のr 森の新聞」のII 月の氾分

でぱ、この時期、ロンアの森で

めいめい自分なりに冬の準1111 を

している様f•が描かれています。

ちるものぱ南国へ飛"wち、

冬眠するものはしっかり文ぺて

体に脂肪をそ云つけ、そして、

多くは 9'1 分の染の食物血こ木の

,J!.などを貯えるのです。

そこで、今回ぱ本格的な冬に

偏えて、人nn も食物や染しみを

貯える工夫を考えてみ夫したo

以•令租 ` 
ド‘ヴ.'"t-,,, 
),豆，＂｀魯,.

t9 す，い令心

` 
蕩軍たきパーティー

清屯の臼供達が、 r1然に親 L

むダに、野烏0)会守の協/Jで行

っている出主りがありますc 払

がなIll• せてもらった問 1:1、丁

度今の苓節で、枯槃を知めて（冬

木の様 rをおそオJ!Jながら）、し、

もを焼くとし、うものでしたo

まず落菜を袋につめるのです

が、なかなか杯1こなりません c

伎から (I接両手でしこさ落すf

もい七す。リーダーのおねいさ

んに r 毛だつまるよ、ガンバレJ

と 3われている了もいます。

とにかく焼いも田の91 榮を粗

めるのば大変でしたが、仔が初

冬の自然を染しんだ 111 でした。

家邸や仲l1llで、 NJ冬の 1 H 、

枯葉を稟め、落稟たぎパーティ

をするのも、清屯ならではの交

しみでしょう。ハムをK イルで

包んで、ピールをm怠して•••と

いうのも、なかなかの中，のです。

捧で薪を書＇る

森で牛活するためし）II!共のう

ち、最も森9こ似合うものば、ン

ャくル七斧だそうです。直かに、

現（tでは失なわれた自然と共に

生きる直具の雰1!11気があり妾ず。

ュルドー・しォ·ポートの自然

の磁時配には、 11'lは斧(j)月と

ふ·這 al•Kt｀ ぷ． 9言ぷじ、ヒ
｀心ざ、℃＊ L ．ヰに としぅ·五嶋1
了元とい｀込 いぶち

第 10回冬に備えて森を楽しむ

薔かれています。＼砂つかずに

斧を磨ぐことが出来」 r気持良く

Aを恒lすのにばf·分に‘界い」セ o

去るで、北米の森の水のつめた

さや、木の困lれる庁が聴えた K

うな気がします。

レオポードは、田で百然0)駁

謹な鱈えろの 9こくらぺて、斧か

入れる的に感じる口然への愛情

0)んが、 9まるがこは粕できると

,f 9 -cし＼たす。

今では、多分薪や割る時ぐら

いしか、斧を 1<1!わなくなってし

まいましたc そう巧えると、冬

に輛えて嶽年‘1'1るという交でば

ないfl:屯も、現代では関がたい

森の’l姐0) 凶なのだと思えて

きます。

動物が食べる纏物を食べる

動物は冬 9こ輛えて、食物の準

紬をします。私北も、冬の前の

，，，りを、動物達が食べているよ

りももっとおいしくして丘べて

みましょう。例えば冬の] Ill刃

を焼いた（塩・ユンゴウ）上に

乗せるジャムや、勿論、東火洒

とかを作ってみ去せんか。

次にあげるのは、秋の漬'1!9ご

あろいくつかの1t'f物の食べ方で

すo 足非工夫をしてみて下べい。

ヽヤマ？”じウ｀ ＼ー迄ht.,ヽ．，ぐこマ

アオナシ（ヤマナシ） : ？｀した梨

山を'Ln、心よ塩漬け。

アキグミ（グミ） ：赤く 9真した‘i

を＇t 9:o ジャム、東＇，，酒も。

アケピ：火肉は1食 o 虹［酒、

だり）砂糖環fも試みて卜さい。

オニグルミ（ヤマグルミ） ：環 r

がおし、しし、， ケルミ油も，

カマツカ（ウシコロシ） ：恐 l し

名前だが、＇札たの紅熟したも

,J)ぱ＇ヤ食ッ果尖洒、ジャムも，

クサポケ（ジナシ） ：果，，を砂輌

漬けや果i！洒u

クマイチゴ（キイチゴ、ヤマイチ

ゴ） ：赤熟した'.f.!‘たを't食する。

クマヤナギ（クマンド） ：ばく熟

した核如ま'1：食 o 果‘尺洒（疲労

回1!1、健 r19腸0)薬効ヤり）

サルナシ：熟した液如ま'1 ・・食 o

砂糖漬け、ジャム、ジュ•ス、

ゲ・キ、火火洒('lli壮になる

そうですし

ハシパミ：ぼkを1ft o `'.f.! 9よ

吃燥5 せて貯まることも可o

マタタピ：ネコならず・とも ,c気

になり妾す。塩漬、史‘尺酒 o

ヤマプドゥ： A！9いした腋央ダI

食 o ジャム、ジュース、ンロ

ップo ぼ尺酒ぱ洒必法で繁JL o

こヤッテハナラナイ料珊動物がたぺる紹物を、人 11ll も

食ぺるのと遵って、訊物を食べ

た動物を食べるとなると、少し

雰囲気が遵ってき、す。

漬屯 1こいるノウサギが、西欧

料押のウサギと同じかゼうかば

月1 りません。しかし、ノウサギ

は、ちょっとくさ味は釣るが、

ショウガをつけるとうま（、、と

バわれてします。（タヌキは余り

おし、しくなかったJ

でも、やぱり野付：り）動物は食

べないで 1、さい。

それでば、楽ししさやお迎え
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●●●清里クCのカレンダー●●●
、

■11 月下匂 21 日•第 4 回清閏Jァミリ＿0）棗い(li!f

'I!(1-民の染しい秋祭り）

25[1 • ~う 2 回ボール・ラッシュ祭(i青甲

の開160）父に感謝をこめて）

この旧、東の和こオリナン座がきれいに

兒えてくるようになる。

■12月上旬~消＇nはすっかり冬のたたず上い。

町並み、落案、最低'A温のきなみマイ

ナス

■12月中旬-15日・ぱんちtのともだち行交会o クリ

スマスの飾り付け始まる

餌台に小鳥たち集まり始める。

■121'!1下旬-24 日深夜．li!f'Il堕アンデレ敷会クリスマ

ス礼打（厳がり）中、 r1い忌をはきながら）

年ド年始久々に清＇印こにぎわいがもどる。

八，，岳の....‘村・たで解 17なくなる。

駅のl!iち合い屯、ストープのまわりは社

交塩1、一．なる。

■ 1 月上賃←元ロ・芯白で1よ卸＊光の兒物客でにぎわ

う (6 叫 50分頃、金峰Ill 方向）

真冬日が如く。東帖の為足元に注怠o

■ 1 月中下旬一滋みきった夜守ば、 9,'座熊ではわからな

いぽゼ0)皿数0)l,Iが兄える o

■ 2 1'!1上旬—-—何仇、この口初めてのドカマが降る c

屈根のマ降ろし、丑0)除勺、ソリ遊び

クロスカントリースキー

■ 2 !'l中下旬一勺セ謁月で伎中に八ケ岳が浮かび上がる r)

·、3 月上匂•一ーまだまだ卑いが Il if：しは此くなる。

■ 3 月下匂一存の訪れの考ダし・・・・・・イワツバメ飛宋0

皇観光振

参肴とした本

ピアンキ●「ピアンキ動物紀 5 J 

環綸社

A.LEOPOLD'A SAND COUNTRY 

ALMANAC 」 0xIOrd unW,ress 

原 胄飽 1穀井沢の植物」 井上書店

イズミエイコ ；卜の寅・事の宴事典」

栃の薫書房

安間繁轡 rァーマル・ウォッチング」

品文社

文責：かいアソシェイツ 03-355-5710

気軽に電話を下さいe

ｮ 
（連編先）〒407-03 山梨県北巨犀郡高根町清里 3545
清里観光撮興会広輯部輿水久 0551(48)2317
清里観光撮興会青年部企繭広績f111 川嶋直 0551(48)2114

(Keep協会内）



泊里•森(J)実ｷ--------------------------------
レ）を作る瓢芦霜芸り酒や、
-------------------------------------’’ヘ”鼻ぐ臼 含

ダ ー今へ、

果実とは？．．．．．．．．．．．．．．．．．． 般的1ーは砂粘ク多口に人れる傾向
があるよつに思われます II さをつ

（ズミ）

9 8,1,,.,,,•' 

+、•，クtヵ

f、 1 い化夕り）l 頃はか

+ 山祥 5m位

史ヽ札 I" る

まず；dt込むヒンを探しましょう ItるJソとしては．最初はごく少贔：

91i敗さかているものもあ＇）ますか、 を入れるという.'です その後、

つ ヒーなどり”告きピンで、後で果 味を見なかi-、少 I っ＇つ砂軋りな加え

'!:を取り出すのに使利な II の広いも ていきます 又、時々トンキ和るな

のを見つけましょう。もちらん多く どして柑分を均ヤしよしょう。後

作る叶は、それなりのものか必要ヤ， はヒ／に、米尖名、和込み H など

す を占し、ておさますこiで熱成在•

次i―i 9＇げ込み）t]が’"内を 91 てき て 1 :1'良い乃ー，｝ その他汁姦する

ます プフ／ T‘ 、ウイスキ 、 i ,_.,上、保 If場所を尤m とどかない｀

本各地の焼酎など 1農＇文の関いものか 年 1iil 溢 1変光の少ない所r ぶくーと

適し·rしヽますか、は めての｝）には、 又、 1,K を~ー '19 -r^,;1 ぎjげるか L

35度（i-いのホウイト，）力 などが かは、本など~て確かめて卜さい

蚊適 T·L' う :< r 、 SI浪りは、/-』 いずiにせよ、f軽に →るも）

する力の問閉てす よ 髯h 夕こ馳 すからf な果た化 11, などケ

まし , 冬 』

) t久しし•も '• i 

ふi

私の果実酒作り（イとタピュー）

アオナ／という樹木をご存知でしょうか。梨の実をそ

のまま小さくi(l怪 3 cm くらいにしたものです。香りは梨

じ似ていますが実は、あまりおいしくありません。味に

関わらず、秋r は、たくさんの樟類の果実が実を結ぴ、

鳥や喉、そして私達の食料になるのです。ところで、こ

のアオナシ、食用には適しませんが果実洒として利用で

きるのをご存知ですか ここでは果実をそのまま食べる

のではなく、果実酒とシャムに変えてしまう方法をご紹

介しましょう

消甲ーは ： 1 し 9，レア家庭ケ沐 ) すよ ス ロペ・） 柑｝合、ぎ

丙と作 し・る ，i,アも凸， は 9 し、なi、を，h すiーし、レモンを，支を

かリ サん ィ・r•、'•//『I' ｛叶·，， t·しヂ v 、 L ょ I·ふ、瓦を 2 1 

＇｀火，夫""'')，， 1 、なとた聞い．r み 抜ぎ取るのも ) 0 ｝i l): ―す

I f. ●実は漬けたまま？

●独特な作り方は？ 果入 9 上 f,ぃ(+f• 1 ；．で良いi)，，

1 ありまサ～ i. めゾ.,な令 し又卜亡 リ ，，よ） す、 9友さ取

みながi み 屯I年＇“ テ るも，＇ゞらりまi ゎ1' 1 、ーン は

しヽる ''l, 自然，．ケ 1 ．どが 9 し ‘L •I. J. 何't·も．,. t·もの I. へ,.取りじ：し、t·

ざ テ、 したね． h がいい K ．ゼ、しますよ で’私 1ごと

●果実酒の色は？ , i. <)(.’ヒ 1 人 ーいる IJ

~ r j. t >し 9pし 4,  hJ 岳い ．必／l' 人も·cグ•くれ

ジャムの作り方

入，こよ て｀又料堺！の本によ ヤ

／ャム 9渭：り方は様々です7)で｀ • 

番わかりやすい方法タニ紹介しま＇·

ノャム（f 'l に11'ttl r ぎたらI:

A. /-A.1 }、’ アし、 r 下さし、

（イチゴジャム）

ノチJ名，洗 が後、 夕な取ります

くサルナシ＞

マクタピf~・~．味 19 、キ

ィフルーツに似て

非常 し'·花19
臼色で．実は 10 月頃熟

す．

こかをピン 1、一人かーむ封 てでき 1

-\,、
• 9，．ー・一

竺i,
果実酒の作り

くチョウセンゴミシ＞

果よ℃ 9. aけ勺徴か、 1 安 9 7 

~. u. , ;でょt-•9 、 T 

し｝ ＾は 19 し n 、し

千，クセ． ，•もぎ r ぃ，ヮ

し ド，なりますキ モクわイ

•,/.、—や？＇ご な n ｛とも 1史iる：す

ぎ l

作り hは、いf・て間単よす

るにヒ 1- 果 ‘x 、 C ワイトリカ （純

の35／変など）を入か、好みヤ砂枇を

入iたりすれば良いふです ただ果

実へ托類I—ょ て多少ヽ＾違いが生し

てくるので、本や奸験によ て党え

ていくしかないでしょう

ここては消甲で良く見かけるチョ

紹介しよ ょー）

チョウセノゴこ

ンは、モクレンの

仲間で、他の樹木

にからみつさなが

ら伸ぴます 5 - 6 月 1、ー黄白色

の花を咲かせ、 10 月 m ィラスト

のように穂状 1、万赤い実をつけま

す。実は漢方茨にも使えるよう

“ 
で r

さて、作') h ですか、まず取 iべよ

は、 つつは＇i^ばら 1、一，：ず、ガの

まよ水洗いし、水を元＾に切＇）ます

次 1 、→ 1,il く房のまま F グ）中に半分

Fi人れます 第 3 I―、ぷけ込み ll の

I息内キそそ至込みます 実は、これ

ャでき l がりなのですか、とりあえ

ず砂杞をは A の少し入れてお I のも

よいヤ ょう。プきれば氷砂利を利

用してドさい。こうしヤ封んして 3

ヶ月位から集しめます 果実は漬け

たままで良いようヤす ワインし

ドの美しいお酒がで至 l がります

尚、\j味か足らない場今は、後から

少しづつ加えて下さい

、 すわ

●砂纏は？

入iて’入れ （ヤもし・ヽ人 す

プトし 卜 飲む、 り味t北し

なり人 IL たし，／）がしし、 L 、 タ

ァ るよし 7 グアルし、 4 るな；砂11.,

え入t― lt<.ナ／jかしいデすね

●応用は？

ぶ1, 9ム A f91KI且＇，アす r 斜か ぎざ

んで、アイズクリ ムやンヤ ベ

ト 1, 人れます 又、f•1午 ’I ンャムに

プラン "r を晶ぜヤ，ノ スにするど·

大人にぴたりのナサ トになりま

すょ

しかかャ．すか あなt・り果‘知内竹

リの参火r して、 1 4、してみートさ

ぃ， き'>-おいしい果'J::.iたがてきる

はすです

くコケモモ）

ソソ 9 9t苔総外l

名はマウ テン・クラ

ペ＇J .地上を，よう

ように＂．ぇ．茂みを作

る 皇、i灸紅色の花を

咲カ・サ、 秋、真紅の

を 9ける．

·— 
な；にイチ 9•かかふるくらし、の水を がりです｀ t灼、する、＇』は、使用する

入れ喝 •K ぐ） ＜一 rしょす fいf‘ トンと，、たをヽBの中でそぃ弗させグ殺

ぃ '1'.· オが出終／る頃までー·'いいでし 伐し、マきたノ，・ムた熱い）ちi→人

ょっ そ乃 liり 191 只のハチ、ソか砂 れてしようこどーす 又、バラ I ィ

紙で密封するーともたいしです

ぃ 1t;、ーせよ無沿JJ9．てすので手い H

こ召し I•TI I、さし、

ンャムの応用｀としては、ノャムそ

9.  9’’ 

r一？這：̀
'9,. 

果実にまつわるお話「山登りとコケモモ」 これだけは注意しましょう。

191 月登 ,1, に行 と名l}たと 1<11年「 H をひくものに..,ケモ

モかある 高,,,.帯冗む場の H かよく＇りたる＂斤L fr つ ht吻

~·h る 実かかiい； l < i↓た「へ色t．役し，tヽ、岩9&r ょく

映えろ

そう、頂 l• か知'·I• I一見え屁/I し始め、急な登＇） 1· あぇ

ヽなが ,.(Hり•） I:i]閑がせまくなる頃、守山道の向脇につ

ケモモの赤いよがちf.,1' 見え始める 崚れも忘れる

l,;;t' はし（人、（：。 」点確保 ·r· 、或い 1よ鎖I-9n,) なから

尖を む口に含む。軽くかめば、 H さ 2 、酸味 8 くらい

の果汁が L] か 1り広がる 天然｛乃味とはーのーとか 振

り追えれば遠＼の,,,並もすばらしい 神様i. 9年なこ，を

なさる 山 1→びる行にはこついつ演出で迎えてくれる

iIl：までこうして岩場 IC へばり付さ、赤貨象Kの木々を

見、派手さのない秋花の名に悩み、泊ちて 1 まいそうな

秤空を仰ぎ、そして何粒かのコケモモを―'馳走になる

山登＇）は、やはりやめられない，

〔お与図書：藁洒宋‘，，酒全科 清水大典暮（家の光協会発行）

山の中；・人ることが多しので足元

IC は注応して下さい。もちろん上半

身の身仕’起もし かりと 必ず長そ

でを 八ヶ岳'"麓は国定公lltl に含ま

れていたり、叫の自然，？洸保令地区

にな，ている祈もあります 花など

をとると罰せられることかあります

又、知らない内 1、→人の土地に入 て

ょうこともあるのでこ注意丸キ

ノフ 9nゃが化、特Iートリカプトなど

は十分気夕付けf下さい 忠のある

ものが案外多いのです 無闇に手を

出せないよつに自然界が生み出した

ルールなのでしょうか いずれにし

ても、自然界の 部である私企もそ

のルールに従い、釆年の収穫を心待

ちにできるよう野山に接しましょう。




